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2.2 中型二次元振動台の概要と試験データ
OnTwo-axda17tonShakingTableanditsPerformance

柴 田 碧で
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1. 本設備による研究

この二次元振動台は,本研究計画で設置された試験体

をはじめ,機械,建築,土木の分野に関連する各種構造

物モデルの振動特性の把握のため,および破壊実験を行

うことを目的として計画,設計された.その基本的要目

は表 1に示すとおりであるが,他の振動台にないいくつ

かの特徴を有している.水平一次元,垂直一次元である

が,垂直方向加速度は最大搭載時でも1Gを超え,重力

加速度による非線形性の実験ができることをはじめ,操

作性の長さを目標におき,運転中に加振条件を任意に変

更できるよう,全アナログ制御方式を採用した.

2.本設備の構成

この振動台の機械部は,振動台本体,水平加振機 1体,

垂直加振機 4体,継手5個からなり,いわゆる静圧軸受

方式を採用している.全体は耐力壁部分と共通な基礎コ

ンクリート上に設置されている.全体の配置は本誌9ペー

ジに示すとおりであり,これにより基礎重量に十分な値を

確保するようにした.制御部は通常のアナログ方式によ

る電気油圧サーボ制御系を使用しており,加速度入力制

御方式によっている.本装置としては,2軸の入力の協

調に重点を置き,正弦波の任意位相差から,不規則信号

の任意加振角度 (水平から垂直まで)入力など各種の操

表1 振動台主要諸元

No. 項 目 仕 様

1 振 動 台 寸 法 3mX3m

2 最 大 積 載 重 量 7ton

3 加 振 方 向 水平(Ⅹ) 上下(Z)

4 最 大 振 幅 水平方向 ±150m
上下方向 ±60mm

5 最 大 速 度 水平方向 .±75cm/see
上下方向 ±35cm/se-C

6 最 大 加 速 度 水平方向 ±3G(無我荷時)､±2G(7ton載荷時)
上下方向 ±1.5G(無我荷時)､±1.1G(7ton載荷時)

7 加 振 振 動 数 DC.-50Hz

8 駆 動 方 式 電気油圧サーボ方式

9 制 御 方 式 加速度制御､速度制御､変皮制御入力切換式

10 側 面 案 内 油~庄 式

1-1 加 振 -波 形 規 則 波(亘弦波等)
不規則波(地震波等)

12 転 倒 モ ー メ ン ト 10ton一m

13 ヨ-イングモーメント 7ton一m

14 限 界 性 能 水平方向 図2(a)
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